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今年度のドーピング検査	


事業について �
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用語の説明 
ドーピング防止規則違反（規程第２条）	
 

１．検体に禁止物質、代謝物、マーカーが存在すること。	
 

２．禁止物質・方法の使用または使用を企てること。	
 

３．ドーピング検査を拒否すること。	
 

４．居場所情報を提出しないこと、競技会外検査への競　　	
 

　　技者の参加に関する要件に違反すること。	
 

５．ドーピング・コントロールを改変することまたは	
 

　　改変を企てること。	
 

６．禁止物質・方法を所有すること。	
 

７．禁止物質・方法の不正取引。	
 

８．競技者に対する禁止物質の投与、方法の使用もしくは	
 

　　これらの行為を企てること。	
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我が国のドーピング検査統計	
 

•  検査実施件数 	
 　-2005 	
 2,342件	
 
	
 	
 	
 	
 　-2006 	
 4,141件	
 
	
 	
 	
 	
 　-2007 	
 4,473件	
 
	
 	
 	
 	
 　-2008 	
 4,901件	
 

•  陽性事例	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 -2005 	
 	
 2件	
 
	
 	
 	
 	
 　-2006 	
 	
 5件	
 
	
 	
 	
 	
 　-2007 	
 	
 7件	
 
	
 	
 	
 	
 　-2008 	
 10件	
 



平成20年度 
ドーピング防止規則違反一覧	
 

番号	
 決定期日	
 競技種目	
 違反内容（物質）	
 制裁内容	
 

2008-001 	
 2008年7月30	
　陸上競技	
 
　prednisolone 

　prednisone 

　20β-dihydroprednisolone	


・競技成績の失効 
・資格停止：3 ヶ月 
　（2008年7月14日～）	
 

2008-002	
 2008年9月9日	
 　ボディビル	
 
　2α-methyl-5α-androstan-3α-ol-17-one 
　　（ドロスタノロンの尿中代謝物）	
 

・競技成績の失効 
・資格停止：2 年 
　（2008年9月9日～）	
 

2008-003	
 2008年9月14日	
 　相撲	
 　Carboxyfinasteride	

・競技成績の失効 
・資格停止：３ヶ月 
　（2008年9月14日～）	
 

2008-004	
 2008年10月29日	
 　自転車	
 　Salbutamol	

・競技成績の失効 
・資格停止：１年 
　（2008年10月29日～）	
 

2008-005	
 2008年10月29日	
 　ボディビル	
 
　Carboxyfinasteride 

　Testosteroneもしくはその前駆物質	
 

・競技成績の失効 
・資格停止：２年 
　（2008年10月29日～）	
 

2008-006	
 2008年11月21日	
 　ﾎﾞｰﾙﾙｰﾑﾀﾞﾝｽ	
 　Methylephedrine	

・競技成績の失効 
・資格停止：３ヶ月 
　（2008年11月21日～）	
 

2008-007	
 2008年11月21日	
 　フロアボール	
 　Methylephedrine	

・競技成績の失効 
・資格停止：３ヶ月 
　（2008年11月21日～）	
 

2008-008	
 2008年12月2日	
 　ボディビル	
 
　Blodione 

　ß-androst-1-en-17ß-ol-3-one	


・競技成績の失効 
・資格停止：２年 
　（2008年11月22日～）	
 

2008-009	
 2008年1月31日	
 　フェンシング	
 　Methylephedrine	

・競技成績の失効 
・資格停止：３ヶ月 
　（2008年1月31日～）	
 

2008-010	
 2008年2月11日	
 　ラグビー	
 　Cannabinoids	

・競技成績の失効 
・資格停止：３ヶ月 
　（2008年2月2日～）	
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ドーピング検査に使用するキット	
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　　ドーピング検査手順	
 

• 3つ以上の採尿カップから選択。 �
• 異常がないか必ず確認。 �

• 排尿器から排尿されていることを�
�検査員に目視させる。（選手の義務）�
• 排尿器から排尿されていることを�
�直接目視する。（検査員の義務）�
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　　ドーピング検査手順	
 

• 3つ以上のサンプルキットから選択。 �
• 異常がないか必ず確認。 �

• ガラスボトルの封印に異常がないか �
�必ず確認する。 �
• 競技者自身が尿検体を分注する。 �
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　　ドーピング検査手順	
 

• 比重の確認。 �

• 使用した薬品はメモしておく。 �
• 申告は競技者の自由意志。 �
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結果管理 
違反が疑われる分析結果の報告	
 

7.3.1�最初の検討�

7.3 違反が疑われる分析結果�

1.  すべての書類の不備の有無を確認�
2.  不備があった場合、不備の内容を確認��

分析結果の有効性を損ねる不備有り� 結果の無効�

7.3.2�更なる調査� 1.  Follow up検査実施。（内因性物質の確定、T/ET比4以上）�
2.  生理学的・理学的状態か否かの確認��

生理学的・理学的状態が原因と確定� 陰性判定�

7.3.3�TUE	

 1.  TUE付与の有無の確認�
2.  TUE許可内容との一致確認�

TUE付与内容と一致� 陰性判定�
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結果管理 
違反が疑われる分析結果の報告（続き）	
 

7.3�違反が疑われる分析結果�

7.3.5�B検体分析� 1.  競技者または代理人立会いのもと、開封・分析�
2.  A検体分析結果と異なる判定�

A検体の分析結果を追証しない� 陰性判定�

7.6�暫定的資格停止� a.  暫定的資格停止を課す前の暫定聴聞会�
b.  暫定的資格停止を課した後の暫定聴聞会�
c.  暫定的資格停止を課した後の簡易聴聞会�

 8.3�規律パネル聴聞会� 1.  委員長が、パネルから3名の聴聞パネルを指名�
2.  国内競技連盟、JOC、WADAは陪席可�
3.  非公開で実施�

7.3.4�最初の確認を行った後の通知（競技者、規律パネル、	


������������������NF、JOC、文科省他）�����
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結果管理 
第8条　規律手続	
 	
 

委員を指名�

（委員長が）�
委員を指名�

委員の互選により
委員長を選出�

聴聞パネル �

日本ドーピング防
止規律パネル �

相互に独立	
 

事実認定権
あり�
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結果管理 
第15条　情報開示（結果の公表）	
 

〔第15条〕	
 

	
 	
 	
 第8	
 条（規律手続）の規定に従った聴聞会においてドーピング防止規
則違反が発生したと決定されたか、当該聴聞会に参加する権利が放棄
された場合には、20	
 日以内にJADA	
 は、当該ドーピング防止事件に関
する処理について公開報告する。当該処理の内容には、関係する人の
氏名及び当該決定の理由を含むものとする。	
 

• 競技者に裁定文を通知。	
 
•  NF、JOC、文科省、仲裁機構他に裁
定文の写しを送付。	
 

•  JADA	
 webサイトにおいて決定文の全
文を公開。	
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